
学校適正規模・適正配置基本方針（案） 

 

 

 

 

①望ましい学校規模

区分 学級数

小学校 １学年２学級以上（１２学級以上）

中学校 １学年４学級以上（１２学級以上）

②維持すべき学級規模（１学年１学級時）

区分 １学級当たりの児童・生徒数

小学校 ２５人程度（5,114人÷217学級＝23.6人） アンケート結果※市内における

中学校 ３５人程度（2,644人÷78学級＝33.9人） 　平均的な学校規模を維持する。

③望ましい適正配置の基準（通学距離）

④学校規模適正化優先事項

１.小学校

備考

今後10年の計画

適正の範疇

望ましい学校規模

ウとしながらも、対象校の数を考慮すると一度の再編は無理が生じるため、

イの学級内で複数のグループ編成が可能になる規模を適正規模の範疇とし、

まずアを目指して取り組む。

2.中学校

備考

今後10年の計画

適正の範疇

望ましい学校規模

ウとしながらも、対象校の数を考慮すると一度の再編は無理が生じるため、

イの専科の教員が配置できる（１学年３学級） 規模を適正規模の範疇とし、

まずアを目指して取り組む。

※　ただし、すべてのアンケート対象者による回答の結果で 約３割の方が児童・生徒が

　減少しても今の学校配置が望ましいと回答していることから、小規模校をすべて廃止

　するのではなく、小規模校のデメリットをできるだけ解消しつつ、多様な学校の在り方を

　検討する。

ア．１学年２学級以上（全学年クラス替えできる） 

イ．１学年３学級以上（専科の教員が配置できる） 

ウ．１学年４学級以上（１２学級以上）

備　考

備考

アンケート結果（文科省標準も同様）

アンケート結果（文科省標準も同様）

内　　　容

ア．過小規模校の解消（＝複式学級の解消、1学級20人規模確保）

イ．１学年１学級（1学級２５人程度確保） 

ウ．１学年２学級以上（学級替えができる規模） 

内　　　容

区分 通学距離 備考

小学校 概ね４㎞以内 現状：概ね3km以内

中学校 概ね６㎞以内 現状：概ね5km以内

通学時間（交通機関を利用）

概ね１時間以内（文科省標準も同様）

概ね１時間以内（文科省標準も同様）

 

小保：8 小教：9

＊問：小学校では、１学年あたりどの程度の学級数が適切だと思いますか。
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西条 432 7 14 121 236 45 9 西条 西条

東予 223 0 38 133 39 7 6 東予 東予

丹原 81 4 9 43 19 0 6 丹原 丹原

小松 68 1 4 39 23 0 1 小松 小松

804 12 65 336 317 52 22 440 3 25 266 129 4 13 1,244 15 90 602 446 56 35

100% 1% 8% 42% 39% 7% 3% 100% 1% 6% 60% 29% 1% 3% 100% 1% 7% 48% 36% 5% 3%

中保：８ 中教：９

＊問：中学校では、１学年あたりどの程度の学級数が適切だと思いますか。
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西条 449 1 21 131 222 67 7 西条 西条

東予 185 2 32 54 82 10 5 東予 東予

丹・小 141 1 47 67 20 3 3 丹・小 丹・小

775 4 100 252 324 80 15 208 0 14 69 117 6 2 983 4 114 321 441 86 17
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中学校　保護者 中学校　教員 中学校関係者　合計
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小保：9 小教：10

＊問：小学校では、１学級あたりどの程度の児童数が適切だと思いますか。
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西条 438 0 26 155 217 36 4 西条 西条

東予 224 1 29 119 60 12 3 東予 東予

丹原 81 0 20 42 14 3 2 丹原 丹原

小松 68 0 5 31 27 5 0 小松 小松

合　計 811 1 80 347 318 56 9 合　計 441 1 92 288 55 2 3 合　計 1252 2 172 635 373 58 12

100% 0% 10% 43% 39% 7% 1% 100% 0% 21% 66% 12% 0% 1% 100% 0% 14% 50% 30% 5% 1%

中保：9 中教：10

＊問：中学校では、１学級あたりどの程度の児童数が適切だと思いますか。

中学校関係者　合計
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東予 185 2 4 34 70 60 13 東予 東予

丹・小 141 0 5 43 51 37 4 丹・小 丹・小

773 3 19 153 286 262 47 209 0 6 53 106 42 2 982 3 25 206 392 304 49 3
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その他 3 その他 0

合　計 合　計

小学校　保護者 小学校　教員 小学校関係者　合計

中学校　保護者 中学校　教員
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R6 年（2024）から R17 年（2035）の約 10 年間で、 

 

・小学校の複式学級校が、2 校から 9 校に増加する見込み 

・中学校の単学級校が、1 校から 3 校に増加する見込み 

R6.8.7 さしかえ 


